
　　　６，２８２人 【１００％】

　　　　　　　　　　正規社員 （女性３７６人）

　　 　　３，７８８人【６０．３％】 非正規社員（臨時・契約）

　　　　労組員  非労組員(管理職など） 　　２，４９４人
 ２，５７０人【４０．９％】  １，２１８人【１９．４％】 【３９．７％】

　（雇用延長６０人含む）

派
遣
社
員

　ＯＫＩ本体で働く社員総数
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夏
が
来
る
と
思
い
出
す

わ
け
で
も
な
い
が
、
8

月
の
声
を
聞
く
と
い
つ

も
夏
休
み
を
利
用
し
た
北
ア
ル
プ

ス
や
南
ア
ル
プ
ス
の
山
歩
き
の
計

画
を
し
て
楽
し
ん
だ
。
Ｏ
Ｋ
Ｉ
の

夏
休
み
は
い
つ
も
8
月
前
半
な
の

で
、
梅
雨
明
け
で
天
気
も
安
定
し

て
い
て
山
小
屋
も
場
所
を
選
べ
ば

お
盆
の
よ
う
な
混
雑
も
な
く
、
ゆ
っ

く
り
休
む
こ
と
も
出
来
た
。
▼
最

近
は
山
ガ
ー
ル
の
出
現
で
若
者
で

も
賑
わ
っ
て
き
た
の
は
喜
ば
し
い

と
思
っ
て
い
る
。
5
月
の
連
休
前

だ
っ
た
が
高
尾
山
入
り
口
は
す
ご

い
人
手
だ
っ
た
。
山
歩
き
の
よ
さ

は
周
り
の
景
色
や
高
山
植
物
等
の

鑑
賞
も
あ
る
し
、
マ
イ
ペ
ー
ス
を

守
れ
ば
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
比
べ
て
膝

へ
の
負
担
が
少
な
く
、
心
肺
機
能

を
高
め
て
メ
タ
ボ
へ
の
効
果
も
あ

る
の
で
、
運
動
不
足
を
感
じ
ら
れ

て
い
る
方
に
は
特
に
お
勧
め
で
あ

る
。
▼
山
歩
き
は
、
基
本
的
な
ル
ー

ル
さ
え
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
で
、

近
く
の
図
書
館
に
は
山
歩
き
に
関

す
る
初
級
者
か
ら
上
級
者
用
の
本

が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
便
利
に
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
▼
2
年

後
の
8
月
11
日
に
は
山
の
日
が
休

日
と
な
り
山
歩
き
が
益
々
盛
ん
に

な
り
そ
う
だ
。
た
だ
心
配
な
の
は
、

人
気
の
あ
る
山
が
オ
ー
バ
ー
ユ
ー

ス
に
な
っ
て
い
て
、
ゴ
ミ
や
糞
尿

の
始
末
等
で
環
境
維
持
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
▼
富

士
山
で
は
登
山
料
を
取
っ
た
り
、

入
山
規
制
を
し
よ
う
と
さ
え
考
え

て
い
る
。
国
は
人
気
取
り
の
休
日

を
増
や
す
こ
と
よ
り
も
観
光
立
国

を
目
指
す
な
ら
、
地
味
で
も
環
境

を
維
持
す
る
た
め
に
予
算
を
割
い

て
も
ら
い
た
い
。

沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

連絡先：電機労働者懇談会気付 沖電気の職場を明るくする会
東京都港区新橋４－２４－３ エムエフ新橋６０１号 電話 03（6450）1777

「会」は沖電気とその関連などで働く人々

が「安心して人間らしく働ける職場」を願っ

て創られました。正規・非正規を問わず誰

でも入会できます。略称はＯＡＫ。

《設立１９８６年》

労働相談は、ホームページの「相談窓口」

で常時受け付けています。「沖電気の職場

を明るくする会」で検索して下さい。
花言葉： 夢

で
い
ご

昨
年
１
１
月
に
実
施
し
た
「
組

合
員
意
識
調
査
」
結
果
は
切
実
な

問
題
を
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。

時
間
外
労
働
が

多
す
ぎ
る
は
２
４
％

年
休
取
得
も
遅
々
と
し
て
進
ん

で
い
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
対
策
が
必

要
か
に
つ
い
て
は
「
増
員
」
４
２

％
で
一
番
多
い
。
人
員
不
足
が
深

刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。

体
調
に
支
障
を
き
た
す
ほ
ど
の

ス
ト
レ
ス
を
「
感
じ
て
い
る
・

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
感
じ
る
」

が
３
２
％

主
な
要
因
は
「
業
務
量
」
が
最

も
多
く
３
７
．
８
％
。
か
つ
て
過

労
自
殺
を
生
ん
だ
職
場
の
実
態
が

い
ま
だ
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

仕
事
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
維
持
で
き
な
い
が
３
０
％

こ
れ
で
は
い
い
仕
事
は
で
き
ま

せ
ん
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
ダ
ウ

ン
す
る
要
因
の
一
位
は
「
収
入
が

上
が
ら
な
い
」
が
４
４
％
で
、
賃

金
の
引
き
上
げ
は
不
可
欠
で
す
。

非
正
規
労
働
者
の
待
遇
改
善

組
織
化
は
ど
う
す
る

今
や
Ｏ
Ｋ
Ｉ
本
体
で
４
０
％
を

超
え
て
い
る
非
正
規
社
員
の
問
題

は
調
査
項
目
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

組
合
員
数
が
年
々
低
下
す
る
中
で

非
正
規
労
働
者
の
組
織
化
は
労
働

組
合
を
強
化
す
る
う
え
で
も
欠
か

せ
な
い
課
題
で
す
。

困
っ
た
と
き
組
合
に

相
談
す
る
は
５
．
４
％

一
番
頼
り
に
す
べ
き
組
合
が

「
困
っ
た
時
の
相
談
窓
口
」
と
し

て
利
用
さ
れ
な
い
の
で
は
救
わ
れ

ま
せ
ん
。
「
企
業
利
益
最
優
先
」

か
ら
「
労
働
者
の
雇
用
・
生
活
優

先
」
を
貫
い
て
こ
そ
信
頼
関
係
が

取
り
戻
せ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

組織率は年々低下し３７％に（2014年）

モチベーションがダウンする要因は

「収入が上がらない」がダントツ１位

組
合
員
意
識
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
に

労
働
組
合
と
し
て
ど
う
こ
た
え
る
？

ＩＬＯ（国際労働機関）「持続可能な企業」の考え方

■労働者をコストではなく財産として考える。

■熟練労働者は、企業の競争力の源泉

■人件費や人員の削減は、万策尽きた後の最後の手段。

■企業のリストラとは、必ずしもコスト削減や人員削減

を伴うものではない。

ドイツ大企業シーメンスが無期限の雇用保障で合意
会社都合の解雇は行わないとする無期限の合意を、従業員代

表委員会及び金属産業労組（ＩＧメタル）との間で調印。こ

の中でシーメンスのペーター・レッシュ会長は「シーメンス

は強い責任感を持った雇用者である。我々にとっては一人一

人の従業員が重要だ。企業競争力の持続可能な確保のための

構造改革について、企業都合の解雇なしに解決するつもりで

あることを約束する」 （２０１０年９月）

「労働者を大事にする経営」は国際的な流れです。

ＯＫＩ本体の社員構成



　比 率％
正 社 員 26 7人 5 8 .4
契 約 社 員 58人 1 2 .7

派 遣 社 員 13 2人 2 8 .9
合 計 45 7人 1 0 0

　群 馬 ・ 富 岡 地 区

　内閣府男女共同参画局　（％）
管理職

沖電気 9.9 2.0
ソニー 17.7 4.4
東芝 11.5 3.7
富士通 14.9 3.7
日立製作所 15.5 3.6
ＮＥＣ 17.8 4.1
　　　　　　　　　　　2013年3月期

電機各社の女性比率

　20 1 3年 防 衛 省 契 約 順 位 契 約 金 額 ・ 億 円
1 三 菱 重 工 業 3,16 5
2 三 菱 電 機 1,04 0
3 川 崎 重 工 業 94 8
4 日 本 電 気 79 9
5 ＩＨ Ｉ 48 3
6 富 士 通 40 1
7 小 松 製 作所 29 4
8 東 芝 28 4
9 Ｊ Ｘ 日 鉱 日 石 エ ネ ル ギ ー 27 1

10 日 立 製 作 所 24 2
11 コ ス モ石 油 18 8
12 ダ イ キ ン工 業 14 9
13 昭 和 シ ェル 石 油 14 6
14 沖 電 気 工 業 13 5
15 日 本 製 鋼 所 13 2

16 富 士 重 工 業 11 9
17 ｼ ﾞﾔﾊ ﾟﾝﾏﾘﾝﾕ ﾅｲﾃ ｯﾄ ﾞ 11 6
18 新 明 和 工 業 11 2
19 伊 藤 忠 エ ネ ク ス 10 1
20 ＩＨ Ｉエ ア ロス ペ ース 9 2
◆ 契 約 総 額 ＝ １ 兆 2 69 3 億 円

　ルネ サスの 従業 員の推 移
３月期 従業員数 　前年比

２０１１年 46,630
２０１２年 42,800 -3,830
２０１３年 33,840 -8,960

２０１４年 27,200 -6,640
３年合計 　４２％減 -19,430

★ なくそう貧困・格差 守ろう生活 変えよう政治 ★ ２ ０ １ ４ 年 ８ 月 第 ３ １ ３ 号

良
か
っ
た
〜
！

１
０
０
％
の
賃
金
補
償

【
埼
玉･

本
庄
】

生
産
ラ
イ
ン
は
、
派
遣
社
員
が

増
え
続
け
て
い
る
。
帰
り
は
タ
イ

ム
カ
ー
ド
へ
の
打
刻
待
ち
で
行
列

が
で
き
る
程
で
す
。
派
遣
社
員
が

計
画
の
１
０
０
名
を
超
え
約
１
２

０
名
で
生
産
を
行
っ
て
い
る
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
の
生
産
ラ
イ
ン
。
部

材
が
揃
わ
ず
組
み
立
て
が
で
き
な

い
た
め
、
派
遣
社
員
は
、
数
日
間
、

自
宅
待
機
と
な
り
ま
し
た
。
休
業

補
償
は
、
ど
う
な
る
の
か
。
賃
金

が
ど
れ
だ
け
補
償
さ
れ
る
の
か
心

配
さ
れ
ま
し
た
。
労
働
基
準
法
で

は
、｢

会
社
の
都
合
で
休
業
と
な
っ

た
時
は
通
常
の
給
料
に
対
し
て
60

％
以
上
の
金
額
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い｣

と
し
て
い
ま
す
。

幸
い
に
も
１
０
０
％
の
賃
金
補
償

が
さ
れ
る
と
聞
い
た
。
び
っ
く
り

す
る
派
遣
社
員
や
支
給
を
決
め
た

企
業
に
「
さ
す
が
」
の
声
も
。

と
り
あ
え
ず
一
安
心
で
あ
る
。

親
会
社
・
ロ
ー
ム
株
主
総
会
に

参
加
し
て

【
ラ
ピ
ス
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
】

株
主
総
会
当
日
に
、
ロ
ー
ム
本

社
と
総
会
会
場
前
で
「
再
雇
用
者

解
雇
問
題
を
早
期
に
解
決
せ
よ
」

と
宣
伝
行
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

従
業
員
や
株
主
の
多
く
の
方
が
ビ

ラ
を
受
け
取
り
「
が
ん
ば
っ
て
下

さ
い
」
「
ご
く
ろ
う
さ
ま
」
な
ど

の
言
葉
を
か
け
て
く
れ
励
ま
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
で
は
「
親
会
社
と

し
て
、
ま
た
企
業
の
社
会
的
責
任

と
し
て
関
連
企
業
へ
国
連
グ
ロ
ー

バ
ル
コ
ン
パ
ク
ト
１
０
原
則
や
高

齢
者
雇
用
安
定
法
な
ど
を
遵
守
し
、

早
期
解
決
に
向
け
た
指
導
を
せ
よ
」

と
の
質
問
に
対
し
、
「
対
応
に
問

題
が
あ
れ
ば
親
会
社
と
し
て
指
導

す
る
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

世
間
に
は
、
「
法
令
遵
守
」
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
お
き
な
が
ら
職
場
内

で
は
守
ら
な
い
大
企
業
。
早
期
解

決
が
望
ま
れ
ま
す
。

ま
つ
り
で
Ｏ
Ｋ
Ｉ
寄
付
金
目
立
つ

【
東
京
・
芝
浦
】

今
年
も
芝
浦
三
、
四
丁
目
主
催

の
「
芝
浦
ま
つ
り
」
が
7
月
25
日

か
ら
27
日
の
3
日
間
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
田
町
駅
近
く
の
「
な
ぎ
さ

通
り
」
に
模
擬
店
や
特
設
舞
台
、

子
供
の
遊
び
場
が
作
ら
れ
、
25
日

夕
方
は
周
り
の
企
業
の
労
働
者
も

参
加
し
て
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
盛

会
で
し
た
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
も

定
退
日
で
、
立
ち
寄
っ
た
人
も
多

い
の
で
は
。
3
日
目
に
は
お
神
輿

が
に
ぎ
や
か
に
町
内
を
回
り
ま
し

た
。
近
年
芝
浦
は
高
層
マ
ン
シ
ョ

ン
が
増
え
、
若
い
家
族
が
住
む
街

に
な
り
子
供
も
多
い
活
気
に
満
ち

た
お
祭
り
に
な
り
ま
し
た
。
昔
と

様
変
わ
り
し
た
街
で
も
芝
浦
に
古

く
か
住
む
人
か
ら
「
芝
浦
と
い
っ

た
ら
な
ん
と
い
っ
て
も
沖
電
気
。
、

空
襲
の
時
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
沖
電

の
火
事
を
消
し
た
」
と
聞
き
ま
し

た
。
「
沖
電
気
が
景
気
良
く
な
い

と
商
売
あ
が
っ
た
り
」
と
飲
み
屋

さ
ん
が
言
っ
て
ま
し
た
。
Ｏ
Ｋ
Ｉ

は
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
祭
礼
の
寄
付
金
は
Ｏ
Ｋ
Ｉ
が
一

番
最
初
の
掲
示
で
、
目
立
っ
て
ま

し
た
。

一
時
金

査
定
評
価
で

手
渡
し
の
退
職
強
要
文
書

【
電
機
・
ル
ネ
サ
ス

エ
レ
ク
ト
ロ
二
ク
ス
】

２
０
１
０
年
に
三
菱
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
，

日
立
の
半
導
体
部
門
が
経
営
統
合

さ
れ
発
足
し
た
ル
ネ
サ
ス
。
以
後

工
場
閉
鎖
や
分
社
化
な
ど
、
人
員

削
減
リ
ス
ト
ラ
が
止
み
ま
せ
ん
。

今
年
、
成
績
の
評
価
が
低
い
社

員
に
対
し
て
は
「
貴
殿
は
低
評
価

が
続
い
た
事
か
ら
、
現
在
の
等
級

に
値
す
る
仕
事
を
担
え
な
い
と
判

断
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
個
人
と

会
社
の
双
方
の
た
め
に
も
、
当
社

内
に
限
ら
ず
、
よ
り
相
応
し
い
職

業
機
会
を
社
外
に
求
め
る
こ
と
を

促
し
ま
す
」
（
要
旨
）
な
る
文
書

を
社
長
や
事
業
部
長
が
、
手
渡
し

し
ま
し
た
。

ル
ネ
サ
ス
の
工
場
閉
鎖
、
退
職

強
要
な
ど
雇
用
と
生
活
を
破
壊
す

る
リ
ス
ト
ラ
に
対
し
て
全
国
各
地

で
反
対
運
動
が
拡
が
っ
て
い
ま
す
。

沖
電
気
を
考
え
る
《
第
７
８
回
》

リ
ス
ト
ラ
で
女
性
が
少
な
く
な
り

ま
し
た
。
一
方
で
非
正
規
で
は
た
ら

い
て
い
る
女
性
が
増
え
て
い
ま
す
。

正
社
員
の
女
性
激
減

ＡＴＭの生産工場（メカトロシステム）

群馬・富岡の派遣社員では女性が多数

◆

持
論

抗
論

◆

国
の
借
金

一
千
兆
円

な
の
に

法
人
減
税
３
兆
円
超

復
興
特
別
法
人
税
の
廃
止
に
続

い
て
法
人
税
の
減
税
も
打
ち
出
し

た
安
倍
政
権
。
巨
額
の
財
政
赤
字

の
対
策
は
先
送
り
し
、
過
激
な
企

業
優
遇
策
を
連
発
す
る
態
を
人
は

「

ア
ホ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
呼
ぶ
。

法
人
税
が
減
れ
ば
、
賃
金
や
設

備
投
資
増
え
、
国
民
生
活
に
恩
恵

が
あ
る
と
い
う
が
、
疑
問
だ
。
企

業
は
内
部
留
保
を
積
み
増
す
だ
け

だ
。
約
３
０
０
兆
円
も
の
内
部
留

保
を
抱
え
た
企
業
に
応
分
の
負
担

を
課
す
の
が
筋
で
は
な
い
か
。
謙

安倍首相「成長戦略」

女性の活躍 2020年までに

女性の管理職３０％
2011年、日本の100人以上規

模企業の課長以上管理職の割合

は7.3％。左表のように電機は

低位。具体的施策が必要です。

132人

・
１
３
年
３
月

Ｏ
Ａ
Ｋ
調
べ

←
「
世
界
の
宝
」
と
言
わ
れ
る

憲
法
９
条
の
「
戦
争
放
棄
」

を
「
抑
止
力
」
を
高
め
る
た

め
と
釈
明
し
て
、
他
国
の
戦

争
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
、

閣
議
で
解
釈
改
憲
を
決
め
た
。

国
民
不
在
の
暴
挙
で
憲
法
違

反
で
あ
り
、
許
さ
れ
な
い
。

世界の軍事費 約１７０兆円

日本は４兆８８４８億円
【２０１４年予算 前年比２.８％増】

軍事費を削って 戦争のない 平和な未来を
沖
電
気
を
は
じ
め
電
機
企
業
は

日
本
の

軍
事
産
業
の
骨
格

◆
堅
調
な
沖
電
気
の
防
衛
事
業
。

中
央
契
約
高
順
位
は
過
去
最
高

の
１
１
位
（
１
９
８
９
年
）
に

次
ぐ
１
４
位
に
。
左
図

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
容
認
す
る
解
釈
改
憲
に
反
対
を

■既に約２万人の首切り■

１６年度までに更に５４００人の削減計画


